
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
論文目録記入要領
論文目録は，以下の要領でⅠ〜Ⅲを記載する。
Ⅰ　氏名及び印
学位論文申請者の氏名を自筆し，捺印する。
Ⅱ　学位論文題目
　提出する学位論文の題目を記載する。
Ⅲ　研究業績
研究業績は，１．学術論文，２．著書，３．芸術関係業績，４．その他（研究報告書，調査報告書，翻訳等），の４項目に分類する。業績の記載は，項目ごととし，項目見出しを付ける。記載順は，発表年が新しいものからとする。なお，該当のない項目は見出しを省略し，項目の番号は順次繰り上げる。
１から４の記載方法は次の通りとする。
１．学術論文
・この項目には，定期刊行物又はそれに準ずるものに発表された学術論文を記載する。ただし，未発表でも校正刷や採録証明等によって論文掲載の確定が確認できる場合は記載できる。
・１編ごとに，題目，著者名，掲載誌（刊行物）名，巻，号，ページ，発行機関・発行所及び発行年月（西暦とする，以下同じ）をこの順に記載する。
・論文がレフェリー付きである場合には，発行年月の前に（R）の記号を記載する。
・著者が連名の場合，その人数が，本人を含めて３名以内の場合は，全員の氏名を列記し，４名以上の場合は，ファースト・オーサーまたは代表者の氏名，及び当該候補者が研究者の中で何番目に当たるか（50音順・年齢順等の場合は，その旨を記載）を記載する。
・掲載誌，巻，号，ページ等の表記法は原則として原論文どおりとする。部門，ｓｅｒ．等を添える必要があれば，それを巻の前に記入する。ページの打ち方が通巻の場合には，号を省略する。ページは，何ページから何ページに亘るかを明記する。欧文の場合には，混同のおそれのない限り，Ser.，Vol.，No.，pp.等の記号を省略し，series番号は大文字のローマ数字で，巻番号には下線を施し，アラビア数字で記入する。
・上記の指定で律し得ない場合には，各専門分野における論文引用の慣例的表記法による。
２． 著書
・この項目には，不定期に刊行された著作を，(1)単著，(2)共著・編著・分担執筆，(3)監修・編集の順に分類して記載する。ただし，未刊行でも校正刷がある場合には記載できる。
・単著は，１冊ごとに，書名，発行所名，全ページ数，発行年月をこの順に記載する。複数冊の場合は通し番号を付す。
・共著・編著・分担執筆は，１冊ごとに，書名，著者，執筆箇所のタイトルとページ，発行所名，全ページ数，発行年月をこの順に記載する。複数冊の場合は通し番号を付す。
・共著・編著・分担執筆の著者の書き方について，
＊著者が本人を含めて３名以内の場合は，全員の氏名を列記する
＊４名以上の場合は，筆頭者の氏名と合計人数を記載する。そして，学位申請者が共著者又は編著者である場合，氏名記載順が何番目なのか（50音順・年齢順・章番号順等の場合は，その旨を記載）を記載する。
・監修又は編集に係る刊行物で，叢書又は全集の場合には，１冊ごとに列記せず，一括して記載する。記載要領は，前項の共著・編著・分担執筆の書き方に準ずる。なお，監修または編集をし，同時に分担執筆もしている場合は，「(2)共著・編著・分担執筆」に記載する。
３．芸術関係業績
・この項目には，芸術関係の業績（リサイタル，作品発表等）を記載する。
・記載要領は，各専門分野における記載の慣例的表記法による。
　
４．その他（研究報告書，調査報告書，翻訳等）
・この項目には，専門分野に関する各種の研究報告書，研究調査報告書，翻訳等を記載する。
・記載要領は，「２．著書」欄に準ずる。
・上記の指定で律し得ない場合には，各専門分野における記載の慣例的表記法による。
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